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発掘調査図

位
置
と
立
地
日
向
遺
跡
の
北
約
一
三
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
同
遺
跡
の
あ

る
丘
陵
の
海
抜
一
八
五
ｍ
の
頂
部
に
位
置
す
る
。
公
文
名
の
光
明
寺
裏
山
に
あ
た

る
た
め
、
寺
山
遺
跡
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
三
方
は
急
斜
面
で
、
東
側
の
丸

山
Ⅱ
遺
跡
の
あ
る
丘
陵
に
続
い
て
い
る
。
丘
陵
頂
部
の
面
積
は
狭
く
、
遺
跡
の
規

模
も
小
さ
い
。

発
見
と
調
査
日
向
、
丸
山
Ⅱ
遺
跡
と
共
に
、
昭
和
二
五
年
（
元
吾
）
頃
、
鈴

木
恒
治
が
踏
査
し
、
土
器
片
の
表
面
採
集
を
行
っ
て
い
る
。
つ
い
で
昭
和
三
○
年

（
元
芸
）
か
ら
三
四
年
（
元
堯
）
に
か
け
て
、
小
野
真
一
は
沼
津
女
子
高
等
学
校

郷
士
研
究
部
員
を
指
導
し
て
表
面
採
集
を
行
い
、
同
年
二
月
、
駿
豆
考
古
学
会

主
催
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
昭
和
三
六
年
（
元
室
）
、
》
）
の
結
果
を
駿
豆
考
古

学
会
誌
に
「
裾
野
市
寺
山
遺
跡
出
土
土
器
の
一
考
察
」
と
題
し
て
発
表
し
、
さ
ら

に
昭
和
三
九
年
（
元
茜
）
、
同
会
主
催
の
弥
生
文
化
研
究
会
に
お
い
て
、
笹
津
海
祥

と
共
に
、
本
遺
跡
を
縄
文
時
代
末
か
ら
弥
生
時
代
に
移
行
す
る
遺
跡
と
位
置
づ
け

た
。
昭
和
四
八
年
（
元
三
）
、
本
遺
跡
は
日
向
、
丸
山
Ⅱ
遺
跡
と
共
に
、
裾
野
市
立

東
中
学
校
建
設
の
た
め
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
調
査
は
、
丘
陵
頂
部
を
中
心
に
東
西
五
○
ｍ
、
南
北
五
○
ｍ
の
調
査
区
を
設

定
し
、
）
｝
の
う
ち
一
○
ｍ
区
画
一
二
カ
所
、
五
ｍ
区
画
四
八
カ
所
、
二
ｍ
区
画
二

六
カ
所
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
予
備
調
査
の
段
階
で
、
遺
物
を
含
ん
だ
層
は
ほ
と

ん
ど
な
い
》
｝
と
が
確
認
さ
れ
、
地
表
下
三
○
’
四
○
ｍ
で
、
基
盤
の
ロ
ー
ム
層
に

達
し
、
遺
物
も
少
量
し
か
出
土
し
な
か
っ
た
。

層
序
と
遺
構
層
序
は
確
認
で
き
ず
、
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

遺
物
本
遺
跡
で
は
、
各
時
期
の
土
器
が
ば
ら
ば
ら
に
出
土
し
、
総
数
六
四
片

中
、
縄
文
時
代
終
末
期
、
弥
生
時
代
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
土
器
片
が
四
八
片
で
あ
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っ
た
。
第
１
図
１
は
、
楕
円
押
型
文
土
器
で
、
中
央
に
孔
が
あ
る
。
２
．
３
．

９
．
ｍ
は
、
胎
土
に
繊
維
を
含
み
、
焼
き
が
悪
い
。
撚
糸
文
の
土
器
で
、
９
は
細

い
撚
糸
、
２
．
３
・
加
は
撚
り
が
太
い
。
４
．
，
・
翠
は
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
平

行
線
同
心
円
、
連
続
爪
形
文
に
よ
っ
て
、
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
以
上
は
、
混
入

さ
れ
た
土
器
で
、
縄
文
時
代
早
期
、
前
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
．
胆
・
週
・

Ⅳ
は
、
薄
手
の
焼
成
良
好
な
灰
白
色
ま
た
は
淡
赤
褐
色
の
土
器
で
、
先
の
平
ら
な

棒
状
施
文
具
で
、
横
に
数
本
の
平
行
線
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
上
に
斜
め
の
平
行
線

を
施
す
。
壺
形
土
器
の
頚
部
か
ら
肩
部
に
か
け
て
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。
中
に
は
、

胎
土
に
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
は
あ
ま
り
良
好
で
な
く
、
黄
灰
色
を
呈
し
、
先
端
の

丸
い
棒
状
施
文
具
で
、
口
縁
下
に
一
本
の
沈
線
を
施
し
、
口
縁
上
に
細
か
い
刻
み

目
を
施
す
も
の
も
あ
る
。
５
．
６
．
妬
・
舶
・
蛆
ｌ
皿
・
羽
Ｉ
調
は
、
薄
手
の
焼

成
良
好
な
灰
白
色
、
淡
黄
色
を
呈
し
条
痕
の
施
さ
れ
た
士
器
片
で
あ
る
。
口
縁
上

に
刻
目
を
つ
け
た
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
。
羽
ｌ
釦
は
、
底
部
破
片
で
木
葉
文

と
網
代
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
土
器
片
は
《
芹
沢
充
寛
に
よ
れ
ば
縄
文

時
代
終
末
期
か
ら
弥
生
時
代
初
頭
で
あ
る
と
し
、
笹
津
海
祥
は
弥
生
時
代
初
頭
で

あ
ろ
う
と
す
る
。
石
器
は
、
チ
ャ
ー
ト
製
の
掻
器
、
石
鍍
と
磨
石
の
破
片
及
び
剥

片
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
点
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。

第
２
図
は
、
昭
和
三
○
年
代
に
、
小
野
真
一
の
指
導
に
よ
っ
て
沼
津
女
子
高
等

学
校
郷
土
研
究
部
が
丸
山
遺
跡
で
表
面
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
１
１
６
ま
で
は
、

縄
文
と
沈
線
に
よ
っ
て
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
う
ち
５
は
羽
状
文
、
６
は
連
続
三

角
文
（
鋸
歯
文
）
が
み
ら
れ
る
。
７
１
泥
ま
で
は
、
条
痕
文
の
土
器
片
で
あ
る
。

三
’
四
単
位
の
櫛
歯
状
施
文
具
に
よ
る
条
痕
が
顕
著
で
、
皿
・
巧
は
口
縁
に
刻
み

目
が
つ
け
ら
れ
、
咽
は
口
縁
上
に
二
本
の
沈
線
が
つ
け
ら
れ
る
。
胎
士
に
砂
粒
を
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含
み
、
灰
白
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
壷
、
甕
形
土
器
の
破
片
で
あ
る
。
す
書
へ

て
弥
生
時
代
中
期
初
め
頃
の
土
器
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
発
掘
資
料
及
び
表
面
採
集
資
料
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
弥
生
時

代
中
期
初
頭
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
実
態
が
明
ら
か
で
な
い
の
は
惜
し

ま
れ
る
。

現
状
発
掘
調
査
後
、
裾
野
市
立
東
中
学
校
敷
地
と
な
っ
て
、
遺
跡
の
大
半
は

消
滅
し
た
。
遺
跡
の
主
要
部
は
、
丸
山
の
裾
部
と
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

こ
の
部
分
も
光
明
寺
墓
地
に
造
成
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
、
加
藤
学
園
考
古
学
研
究
所
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
公
文
名
日
向
・
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
五

静岡県駿東郡長泉町大平遺跡出土条痕系土器

（長泉町教育委員会提供）

（
用
語
解
説
）

条
痕
系
土
器
愛
知
県
の
三
河
地
方
で
発
見
さ
れ
た
土
器
で
、
出
土
し
た
同
県

す
い
じ
ん
ぴ
ら

宝
飯
郡
一
宮
町
上
長
山
水
神
平
遺
跡
の
地
名
を
と
っ
て
、
水
神
平
式
土
器
と
も
い

っ
て
い
る
。
壺
と
甕
、
深
鉢
形
の
土
器
の
全
面
に
、
赤
貝
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
の

あ
る
貝
殼
で
、
横
、
斜
方
向
に
条
痕
を
施
し
て
あ
る
の
で
、
条
痕
系
、
条
痕
文
土

器
と
い
う
。
貝
殼
で
条
痕
を
施
文
す
る
手
法
は
縄
文
時
代
か
ら
あ
る
が
、
こ
の
条

痕
は
土
器
面
の
調
整
手
法
だ
け
で
な
く
て
、
文
様
手
法
の
一
つ
と
し
て
表
現
さ
れ

て
い
る
〉
｝
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
、
紀
元
前
二
世
紀
の
頃
、
三
河

地
方
ま
で
水
稲
農
耕
（
稲
作
）
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
た
と
き
、
そ
の
文
化
に
接

し
た
縄
文
時
代
晩
期
の
文
化
を
も
つ
人
々
が
作
り
出
し
た
士
器
で
、
水
稲
を
栽
培

す
る
文
化
と
深
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
や
が
て
〉
）
の
条
痕
系
の
土
器

は
、
天
竜
川
流
域
か
ら
長
野
県
、
北
関
東
、
及
び
東
北
地
方
南
部
、
ま
た
東
へ
は

東
海
地
方
の
静
岡
県
か
ら
神
奈
川
、
伊
豆
七
島
ま
で
分
布
し
、
貝
殼
の
条
痕
文
か

ら
荒
い
櫛
歯
状
の
施
文
具
に
よ
る
条
痕
文
に
変
化
し
て
い
く
．
こ
の
条
痕
系
の
土

器
は
、
縄
文
時
代
最
終
末
の
系
統
を
引
く
、
縄
文
系
の
土
器
と
一
緒
に
出
土
す
る

例
が
多
い
。
こ
の
土
器
の
分
布
は
、
最
初
の
水
稲
農
耕
を
伝
え
て
い
っ
た
人
灸
の

経
路
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
裾
野
市
内
で
は
、
公
文
名
丸
山
Ｉ

遺
跡
と
佐
野
二
本
松
下
遺
跡
か
ら
、
少
量
、
破
片
で
出
土
し
て
い
る
が
、
弥
生
時

代
幕
明
け
の
時
期
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
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48

と
み
ざ
わ
は
ら

富
沢
原
遺
跡所

在
地
裾
野
市
富
沢
字
原
四
一
七
番
地
ほ
か

位置図
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位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
富
沢
集
落
の
東
約
二
○
○
ｍ
の
、
黄
瀬
川
と
の
間

に
挟
ま
れ
た
字
原
地
区
に
位
置
す
る
。
こ
の
地
区
は
、
北
に
高
く
南
に
低
い
緩
傾

斜
地
を
な
し
、
東
西
の
幅
三
○
○
ｍ
、
南
北
の
長
さ
八
○
○
ｍ
の
広
さ
が
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
南
隣
の
長
泉
町
南
一
色
に
連
続
し
て
い
る
。
ゞ
｝
の
地
形

は
、
黄
瀬
川
の
両
岸
に
帯
状
に
広
が
る
地
形
と
同
じ
で
あ
り
、
地
表
に
、
黄
瀬
川

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
小
の
河
原
石
が
散
在
す
る
一
）
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
黄

瀬
川
の
氾
濫
沖
積
地
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
ゞ
）
の
氾
濫
沖
積
地
に
は
、
黄

瀬
川
に
併
列
し
た
数
条
の
凹
地
が
南
北
に
走
り
、
旧
河
道
跡
を
示
し
て
い
る
。
本

遺
跡
は
ゞ
）
の
旧
河
道
間
の
細
長
く
続
く
微
高
地
形
の
と
こ
ろ
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
六
年
（
元
△
）
、
国
道
二
四
六
号
ゞ
ハ
イ
パ
ス
が
本
地
区
を

通
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
遺
跡
確
認
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
原
始
、

古
代
及
び
中
世
に
わ
た
る
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
翌
五
七
年
（
一
天
二
、
静
岡

県
と
裾
野
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

層
序
と
遺
構
氾
濫
原
で
あ
る
た
め
、
部
分
的
に
層
位
の
差
異
が
み
ら
れ
た
が
、

基
本
的
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
層
は
表
土
。
第
二
層
は
、
黒
褐
色
の
旧
耕

作
土
居
。
第
三
層
は
、
赤
褐
色
の
塊
状
の
土
居
で
鉄
分
を
多
量
に
含
む
。
第
四
層

は
、
灰
褐
色
を
呈
し
、
わ
ず
か
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
粒
子
を
含
む
土
層
で
、
遺
物
包

含
層
で
あ
る
。
第
五
層
は
、
暗
灰
褐
色
の
多
量
に
鉄
分
を
含
む
土
居
。
第
六
層
は
、

赤
褐
色
の
多
量
の
鉄
分
を
含
む
土
居
。
第
七
層
は
、
暗
褐
色
を
呈
し
、
わ
ず
か
に

黄
色
の
強
い
褐
色
粒
子
を
含
む
層
。
第
八
層
は
、
暗
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
黄
色

の
強
い
褐
色
粒
子
を
含
む
層
。
第
九
層
は
、
黒
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
黄
色
の
強

い
褐
色
粒
子
を
含
む
、
や
や
赤
味
を
帯
び
た
層
。
第
一
○
層
は
、
暗
褐
色
を
呈
し
、

同
色
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
ん
だ
層
で
、
溝
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
第
二
層
は
、

暗
黄
褐
色
で
、
わ
ず
か
に
ス
コ
リ
ァ
を
含
む
層
で
、
竪
穴
住
居
杜
、
集
石
土
坑
、

土
坑
、
円
形
溝
状
集
石
遺
構
、
柱
穴
、
焼
土
等
が
検
出
さ
れ
た
。
第
一
二
層
は
、

暗
黄
褐
色
で
、
こ
ぶ
し
大
の
円
礫
、
○
・
三
’
一
ｍ
大
の
河
原
石
を
含
む
砂
礫
層
。

第
一
三
層
は
、
第
二
一
層
の
下
部
層
で
、
同
じ
よ
う
な
砂
礫
層
で
あ
る
。
本
層
序

の
う
ち
、
第
三
層
と
第
四
層
は
、
人
為
的
な
水
田
造
成
の
土
居
で
あ
る
。
遺
構
は
、

竪
穴
住
居
趾
一
カ
所
、
集
石
土
坑
六
カ
所
、
土
坑
六
八
カ
所
、
溝
状
遺
構
四
五
カ

所
、
円
形
溝
状
集
石
遺
構
一
カ
所
が
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
の
年
代

や
性
格
を
示
す
遺
物
は
な
か
っ
た
。

遺
物
遺
物
に
は
、
弥
生
土
器
一
個
体
の
ほ
か
、
中
世
陶
磁
片
、
中
国
産
青
白

磁
片
、
古
銭
等
が
出
土
し
た
。
う
ち
弥
生
土
器
は
、
復
原
の
口
径
一
六
・
一
面
、

高
さ
二
九
四
底
径
九
叩
あ
り
、
肩
部
に
細
棒
状
器
具
に
よ
る
斜
行
の
沈
線
文
帯

が
あ
る
。
弥
生
時
代
後
期
末
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
弥
生
時
代
の
末
頃
の
一
時
的
な
痕
跡
を
示
す
遺
跡
で
あ
る
が
、

ね
が
た
み
ち

中
世
で
は
根
方
道
の
通
過
地
点
を
考
え
る
上
で
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

現
状
国
道
二
四
六
号
路
線
敷
と
な
っ
て
消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
袴
田
稔
ほ
か
「
富
沢
原
・
千
福
馬
場
添
・
大
畑
・
桃
園
入
ノ
洞
」
建

設
省
中
部
地
方
建
設
局
・
静
岡
県
・
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
八
九
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第三章弥生時代

富沢原遺跡遠望(発掘前）

富沢原遺跡弥生土器出土状態
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第三章弥生時代

49

に
ほ
ん
ま
つ
し
た

二
本
松
下
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
佐
野
字
二
本
松
一
五
六
八
番
地
ほ
か

位置図
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遺跡範囲図
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二本松下遺跡近景

位
置
と
立
地
裾
野
市
佐
野
の
二
本
松
下
、
黄
瀬
川
左
岸
の
海
抜
二
○
ｍ
の

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
す
ぐ
東
側
に
旧
黄
瀬
川
の
流
路
を
示
す
顕
著
な
凹
地
が
黄

瀬
川
と
併
行
し
て
存
在
し
、
そ
の
間
に
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
状
の
地
形
を
な
し

て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
（
元
芸
）
頃
、
芹
沢
充
寛
が
黄
瀬
川
流
域
の
遺
跡

調
査
の
際
に
、
土
器
片
の
散
布
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

遺
物
胎
土
に
砂
粒
を
含
み
薄
手
で
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
櫛
歯
状
施
文
具
で

条
痕
文
が
施
さ
れ
る
。
細
片
で
あ
る
た
め
、
器
形
は
不
明
で
あ
る
。
弥
生
時
代
中

期
初
め
頃
の
士
器
片
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
は
、
黄
瀬
川
の
河
岸
に
立
地
す
る
弥
生
時
代
中
期
初
頭

の
遺
跡
と
し
て
、
約
三
町
下
流
の
駿
東
郡
長
泉
町
南
一
色
大
平
遺
跡
と
共
に
注
目

さ
れ
る
。
大
平
遺
跡
出
土
の
土
器
も
、
櫛
歯
状
施
文
具
に
よ
る
条
痕
文
甕
形
土
器

で
、
遺
跡
は
墓
趾
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
本
遺
跡
も
、
こ
れ
と
同
じ
性
格
の

も
の
で
あ
る
魁
フ
か
。

現
状
大
部
分
は
畑
地
で
あ
る
が
、
一
部
は
宅
地
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

文
献
芹
沢
充
寛
「
裾
野
地
方
の
古
代
遺
跡
と
古
代
文
化
」
裾
野
市
「
郷
土
史

研
究
教
室
」
資
料
一
九
七
八
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第三章弥生時代
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所
在
地
裾
野
市
御
宿
小
字
宮
原

位
置
と
立
地
遺
物
の
出
土
が
御
宿
の
宮
原
と
あ
る
だ
け
で
、
地
点
が
不
明
な

の
は
惜
し
ま
れ
る
。
宮
原
は
富
士
山
の
溶
岩
流
が
露
出
し
て
い
る
と
ゞ
｝
ろ
で
あ
っ

て
、
畑
地
と
、
低
い
と
こ
ろ
は
水
田
と
な
っ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
遺
物
は
、
昭
和
五
○
年
代
に
、
芹
沢
充
寛
が
確
認
し
た
も
の
で

あ
る
。遺

物
土
器
片
は
わ
ず
か
に
二
片
で
、
同
一
個
体
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
接

合
で
き
な
い
。
胎
土
に
砂
を
含
み
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
表
裏
と
も
研
磨
さ
れ
る

が
、
櫛
目
が
若
干
残
っ
て
い
る
。
深
鉢
ま
た
は
甕
形
土
器
の
口
縁
部
破
片
で
、
三

’
四
単
位
の
櫛
歯
状
施
文
具
で
、
口
縁
部
か
ら
頸
部
に
か
け
て
波
状
文
を
施
し
、

頸
部
に
簾
状
文
を
加
え
て
あ
る
。
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
片
で
あ
る
。
裾
野
市
内

で
は
弥
生
時
代
の
資
料
が
少
な
く
、
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

文
献
芹
沢
充
寛
「
裾
野
地
方
の
弥
生
時
代
」
裾
野
市
「
郷
士
史
研
究
教
室
」

資
料
一
九
七
八

50

み
や
ば
ら

宮
原
遺
跡
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第三章弥生時代

51

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
平
林

位
置
と
立
地
縄
文
時
代
平
林
遺
跡
参
照

発
見
と
調
査
遺
物
は
昭
和
四
○
年
代
、
平
林
遺
跡
内
か
ら
採
集
さ
れ
、
昭
和

五
○
年
（
売
妄
）
、
芹
沢
充
寛
が
裾
野
市
内
遺
跡
調
査
の
折
、
確
認
し
た
。
採
集
し

た
地
点
は
、
現
在
の
水
田
面
か
ら
比
高
四
○
’
五
○
ｍ
の
丘
陵
斜
面
で
あ
っ
た
と

い
う
。
富
沢
字
細
山
出
土
と
い
う
説
も
あ
る
。

遺
物
有
孔
磨
製
石
鐡
で
あ
る
。
全
長
八
・
六
四
有
孔
部
幅
三
皿
厚
さ
三

ｍ
の
大
形
で
あ
り
、
基
部
の
扶
り
は
深
い
。
弥
生
時
代
の
鍼
と
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
と
よ
く
似
た
地
形
の
駿
東
郡
長
泉
町
下
長
窪
城
山
か
ら

も
、
有
孔
磨
製
石
鍼
が
単
独
で
出
土
し
て
い
る
。
愛
謄
、
箱
根
山
麓
の
平
地
に
望

む
丘
陵
末
端
部
は
、
注
意
し
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

文
献
芹
沢
充
寛
「
裾
野
地
方
の
古
代
遺
跡
と
古
代
文
化
」
裾
野
市
「
郷
土
史

研
究
教
室
」
資
料
一
九
七
八

ひ
ら
ば
や
し
ほ
そ
や
ま

平
林
・
細
山
遺
跡
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